
1.5 mLチューブにカラムをセット

DNA/RNADNA/RNA溶溶液液

4）Buffer RB1︓700 μL

撹拌（ボルテックス） 1 分

溶解

7）Buffer RBW︓500 μL

10）Nuclease-free water︓30~50 μL

結合

ろ液を捨てカラムを再セット

洗浄

静置　室温，1分間

溶出

5) 750 μLをColumn Type V に移す

6) 遠心　10,000×g，室温，30秒間

遠心　10,000×g，室温，30秒間

8）Buffer RNW︓500 μL
ろ液を捨てカラムを再セット

1）サンプル︓ 300 μL
2）Buffer VL︓500 μL
　  Carrier RNA溶液︓5 μL*

 *初回使用時に調製

3) 静置　室温，10 分間

スピンダウン

遠心　10,000×g，室温，30秒間

9) 遠心　10,000×g，室温，1分間
ろ液を捨てカラムを再セット

11）遠心　10,000×g，室温，1分間

本資料は製品に同梱されている取扱説明書の補足資料です。詳しい注意事項等については、取扱説明書をよくお読みの上、ご利用ください。

補足資料 _ プロトコルシート

実験を行う前に…
・初回使用時に規定量のエタノールを Buffer RB1、Buffer RBW、Buffer RNW に加えて下さい。
・ Buffer VL に沈殿が生じた場合には 37 ℃でインキュベートし、沈殿をよく溶かしてからご使用下さい。
・ キット到着後、Carrier RNA は冷蔵保管して下さい。初回使用時には 270 µL の Nuclease-free water を加え、溶解して下さい。
　溶解した Carrier RNA（Carrier RNA 溶液）は 1 検体につき 5 µL 使用します。必要に応じて小分けをし、-20 ℃で保管して下さい。
　Carrier RNA 溶液の凍結融解は 3 回以上繰り返さないで下さい。

GeneAll Ribospin vRD plus

操作方法

312-150


